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「秋田県」の誕生日に思う！ 歴史は未来を彩る

８月２９日（日）は「秋田県」の誕生日、今年で１５０歳になりました。

1871（明治４）年廃藩置県により、久保田藩から秋田藩を経て秋田県へ
と名称が変更されました。「久保田」から「秋田」へ、「藩」から「県」
へと、名称が変わったことは、何を意味するのでしょうか？
例えば、みなさんの名付け親が、どんな思いで名前をつけたのか、想像

してみてください。命名や名称変更には、必ず根拠となる理由があります。

明治政府が「廃藩置県」の命令を出した段階（８月２９日現在）では、
「秋田県」「本荘県」「矢島県」「亀田県」「岩崎（現湯沢地区）県」が
あり、にかほ市の南部は山形県に属していました。およそ４か月後、全国
的に県の統合や廃止が行われ、秋田県も現在の県域になったようです。
それから１３４年後、にかほ市、由利本荘市は「平成の大合併」により、

生まれ変わりました。 2005（平成 17）年１０月１日をもって、仁賀保町、
金浦町、象潟町の３町が「にかほ市」に、同年（平成 17）年３月２２日を
もって、岩城町、大内町、本荘市、西目町、由利町、東由利町、矢島町、
鳥海町の１市７町が新設の「由利本荘市」になったのです。

在校生にとって、 2005年は自身の誕生から幼児期に当たりますから、ピ
ンとこないかも知れません。保護者のみなさんは、６９から２５へと市町
村数が減少した歴史的転換期に立ち会っており、記憶にあると思います。
歴史が示すように、地名の多くは、日本史に登場してくる武将や大名の

名前に由来しています。「仁賀保」高校は、短かったとは言え、仁賀保氏
が統治した仁賀保藩時代、その後、旗本（石高１万石未満）として、平沢
に陣屋を築いた歴史から時代を超えて、現在のにかほ市へと名称が引き継
がれています。我が仁賀保高校も歴史の流れを踏まえて 1977（昭和 52）年、
県民や地域住民、行政の願いを一心に受けて誕生しました。そして現在、
４５歳になっています。

私は今回、「秋田県の誕生日」というキーワードを手がかりに、新聞や
インターネット等のメディアを駆使して調べました。江戸時代には、この
地域が独立した小藩の集合地域であったこと、明治維新とその直後に行わ
れた新政府による新しい国づくりの中で、にかほ・由利本荘地域が形成さ
れたこと、さらに平成の大合併によって再編成されたことも確認できまし
た。私は、幕末から明治、大正、そして昭和、平成と時代が流れ、歴史が
人々の息づかいを過去から現在に伝えていることに感動を覚えています。
生徒諸君もこのチャンスを活用して、ふるさとにかほ市・由利本荘市、

秋田県がどのようにすれば活性化し、住みよい「まち」になっていくか、
歴史をひも解く学びを通して大胆に提言し、地域のみなさんと共に具現化
していくことを切望します。今ある自己とふるさとの存在は、保護者（祖
先）のお陰様であり、脈々と受け継がれてきた歴史の瞬間に生きた先人の
知恵と勇気の賜物であると、あらためて感じているところです。

生徒諸君に、再度お願いします。この機会に情報機器（ ｸﾛｰﾑﾌﾞｯｸ）等の
力を借りて、江戸時代の仁賀保の様子、明治４年の「廃藩置県」に関する
こと、或いは「平成の大合併」について、さらには、現在のにかほ市の状
況、魅力や課題など、興味あることについて、意欲的に調べてください。
クロームブックは、みなさんの探究心をサポートしてくれるでしょう。

★ アイコンタクト（ｉ con t act３）を心がけてください。目と目で通じ合い、 face
to face で向き合いながら、「考えながら行動する」笑顔の素敵な人間たれ！

★ メモをとる習慣を確立しましょう。生徒手帳をフル活用してください。メモをと
る習慣は、将来必ず役に立ちます。

★ 意識力＝意思・意志（瞬間）＋気力（持続）です。意識力を育成することで、学
ぶ力が増幅します。考えたことを継続してやり抜きましょう。

★ ＧＴＨは、「疑問→探究→発見」という学びの方程式です。
★ 「自己有用感」を高めてください。そのためにあなたは何に挑戦しますか ?

自分が誰かの役にたつためには、感謝の心と自己肯定感を持つことが大切です！
★ ＮＰＴは仁賀保高校プログラミング思考の略称です。ＮＰＴを意識して、学びを
活性化しましょう。プログラミングは、 Trial＆ Errorで進めましょう！

★ 「自分事」「当事者意識」を持って取り組む仁高生に変身しましょう！


